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術
の
祭
典
「
第
37
回
菊
陽
町

　
　

文
化
祭
」
は
11
月
２
日
か
ら

４
日
の
３
日
間
に
わ
た
っ
て
菊
陽

町
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
に
発
表
の
部
、
４
日

に
歌
謡
部
発
表
会
、
２
〜
４
日
に

展
示
の
部
が
行
わ
れ
、
約
１
，
３

０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
文
化
協
会
に
尽
力
し
た

功
労
者
３
人
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
町
内
で
文

化
活
動
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
が
行

わ
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
歌
謡
、
吟

詠
、
民
舞
な
ど
に
多
く
の
人
が
出

演
し
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披

露
。
展
示
で
は
、
書
道
、
水
墨
画
、

写
真
、
子
ど
も
生
け
花
な
ど
４
団

体
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
同
時
に

茶
道
の
実
演
が
行
わ
れ
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
場
で
は
東
北
関
東
大

震
災
義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置
し
、

４
４
，
６
８
５
円
と
多
く
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
表
彰
者
名
】

•
文
化
功
労
者
特
別
表
彰

　

書　

道　

佐
野　

正
憲　

さ
ん

•
文
化
功
労
者
表
彰

　

歌
謡
部　

吉
村　

利
雄　

さ
ん

•
永
年
在
籍
者
表
彰

　

歌
謡
部　

中
村　
　

正　

さ
ん

１_優雅な民舞を披露/
２_３_演奏に乗って華
やかに舞うバレエ/４_
文化協会功労者３人へ
表彰状贈呈/５_大正琴
のみやびな音色が会場
に響く/６_哀愁ただよ
う演歌「兄弟流し」/７_
息の合った勇壮な音色
の三味線/８_観衆を魅
了したフラダンス

芸
　
　

ぐ
り
井
手
の
伝
承
話
や
昔
の

　
　

暮
ら
し
を
語
り
、
後
世
に
つ

な
ご
う
が
テ
ー
マ
の
「
第
５
回
清

正
公
さ
ん
の
鼻
ぐ
り
井
手
祭
」
が

11
月
17
日
、
南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

と
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
「
馬

場
楠
の
獅
子
舞
」
や
菊
陽
南
小
学

校
児
童
に
よ
る
鼻
ぐ
り
井
手
の
寸

劇
、
熊
本
大
学
大
学
院
教
授
の
山

尾
敏
孝
さ
ん
に
よ
る
「
馬
場
楠
井

手
の
現
状
と
文
化
財
登
録
に
向
け

て
」
の
講
演
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鼻
ぐ
り
井
手
公
園
で
は
、
文
化

財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
中
州

山
周
辺
散
策
と
映
像
を
使
い
「
鼻

ぐ
り
」
の
仕
組
み
な
ど
の
説
明
の

ほ
か
、
菊
陽
南
小
３
・
４
年
生
が

子
ど
も
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
来
場
者

に
「
鼻
ぐ
り
」
に
つ
い
て
積
極
的

に
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
鼻
ぐ
り
井

手
○×

ク
イ
ズ
」「
肥
後
武
者
剣

術
演
武
」「
菊
陽
武
蔵
剣
豪
太
鼓

演
奏
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
約
１
，
１
０
０
人
が

訪
れ
、
歴
史
的
遺
構
を
感
じ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
他
、
地
域
住
民
手

作
り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の
振

る
舞
い
や
野
菜
の
販
売
な
ど
も
行

わ
れ
、
今
年
の
鼻
ぐ
り
井
手
祭
も

大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。 鼻

１５

３４

２

６ ７

８

１_馬場楠の獅子舞/２_
鼻ぐり井手の説明をす
る子どもガイド/３_鼻
ぐり井手○×クイズ/４
_肥後武者剣術による演
武/５_菊陽武蔵剣豪太
鼓の演奏に参加する子
どもたち/６_熊本大学
大学院教授の山尾敏孝
さんの基調講演/７_文
化財ボランティアガイ
ドの説明を聞く来場者/
８_鼻ぐり井手の寸劇を
する南小の子どもたち

１ ５

３

６

２

４

７

８

４４町町ににに展展展０００功功功まままま化化化化スススわわわススス詠詠詠演演露露写写体 芸
菊陽町文化祭菊陽町文化祭菊陽町文化祭

なな正正1111とととまま場場校校劇劇尾尾手てて財山ぐぐほほ子子 鼻鼻
鼻ぐり井手祭鼻ぐり井手祭


